
表 4268　残腎Kt/V　治療方法（新分類）別 （PD・HD(F)等併用患者）

治療方法
（新分類）

0.1未満 0.1～ 0.4～ 0.8～ 1.2～ 1.7～ 2.0～ 2.4～ 合計 記載なし 総計 平均 標準偏差

腹膜透析
（CAPD）

128 19 7 9 10 3 1 3 180 709 889 0.25 0.58

（％） (71.1) (10.6) (3.9) (5.0) (5.6) (1.7) (0.6) (1.7) (100.0)
腹膜透析

（APD）
55 34 11 2 2 1 105 396 501 0.17 0.31

（％） (52.4) (32.4) (10.5) (1.9) (1.9) (1.0) (100.0)
腹膜透析
（CCPD）

66 21 5 4 2 2 1 101 257 358 0.18 0.42

（％） (65.3) (20.8) (5.0) (4.0) (2.0) (2.0) (1.0) (100.0)
合計 249 74 23 15 14 6 2 3 386 1,362 1,748 0.21 0.48
（％） (64.5) (19.2) (6.0) (3.9) (3.6) (1.6) (0.5) (0.8) (100.0)

記載なし
（％）
総計 249 74 23 15 14 6 2 3 386 1,362 1,748 0.21 0.48
（％） (64.5) (19.2) (6.0) (3.9) (3.6) (1.6) (0.5) (0.8) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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